
横田基地所属Ｃ－１３０Ｊの部品遺失について
平成２９年１２月６日付広資料第１５０号、同月８日付広資料第１５１号及び同月１１日付広資料第１５２号でお知らせしたこのことについて、在日米軍横田基地から防衛省北関東防衛局を通じて、下記のとおり情報提供がありましたので、お知らせします。

記

○　情報提供内容
１　フレア（※）本体は飛行中に分解した。フレア本体は円柱状の形をしており、充填物は、その本体の内部に入っている。フレアの充填物は、さびた金属片のように見えるものである。落下した部品は、そのまま放置されている限りは自然発火の危険性はない。また、地上に落下した場合の土壌汚染はなく、水中に落下した場合においても水質を汚染することはない。
２　米軍の整備担当は、その後の調査により、フレアが分解し充填物が落下したことを確認した。そのため、同じロットで製造された製品全てに対して点検を行った。点検の結果、同様の欠陥が発見された場合、その製品は使用しない。
参　考
　フレア：航空機から熱源を無数に放出することにより、追尾するミサイルを回避する防衛システムの一種
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